
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

た
だ
し
、
将
来
的
に
普
及
を
本

格
化
さ
せ
る
に
は
、
政
府
に
よ
る

補
助
に
頼
ら
ず
自
立
的
な
運
営
が

可
能
な
コ
ス
ト
構
造
を
確
立
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
日
本
総
合

研
究
所
は
２
０
２
４
年
度
に
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
か
ら
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ス
ト
に
関
す
る

調
査
業
務
を
受
託
し
て
お
り
、
そ

の
調
査
結
果
で
は
２
０
２
３
年
度

に
お
け
る
整
備
費
は
４
億
１
千
万

円
、
運
営
費
は
年
間
４
千
万
円
と

な
っ
た
。
政
府
が
２
０
２
５
年
度

目
標
と
し
て
い
た
整
備
費
２
億
円

・
運
営
費
年
間
１
５
０
０
万
円
と

比
べ
て
、
２
倍
以
上
も
乖
離
が
あ

る
。今

後
、
自
立
的
な
運
営
を
見
据

え
た
コ
ス
ト
水
準
の
実
現
に
向
け

て
、
研
究
開
発
や
規
制
の
見
直
し

に
対
す
る
期
待

は
大
き
い
が
、

そ
れ
だ
け
で
大

幅
な
低
減
は
見

込
み
に
く
い
。

一
方
で
、
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
技
術
仕
様

は
、
整
備
費
・

運
営
費
の
両
方

に
影
響
す
る
た

め
、
見
直
し
に

よ
る
コ
ス
ト
水

準
の
引
き
下
げ

が
大
き
く
期
待

さ
れ
る
。
特
に

商
用
車
対
応
の

水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
仕
様
に

つ
い
て
は
、
コ

ス
ト
と
利
便
性

の
両
面
を
踏
ま

え
た
適
正
な
仕

様
の
策
定
が
求

め
ら
れ
る
。
仕

様
の
策
定
は
特

定
企
業
だ
け
で

完
結
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、

抜
本
的
な
見
直

し
を
行
う
に
は

水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
Ｆ
Ｃ
Ｖ

の
両
面
か
ら
統

合
的
に
調
整
す

る
こ
と
が
不
可

欠
で
、
業
界
横

断
で
の
連
携
と

協
調
が
必
要

だ
。商

用
Ｆ
Ｃ
Ｖ

を
軸
に
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の

拡
充
が
再
始
動

す
る
中
で
、
自

立
的
な
運
営
を

見
据
え
た
コ
ス
ト
水
準
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
設
備
メ
ー
カ
ー
や

運
営
事
業
者
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

等
が
立
場
を
超
え
て
協
働
し
、
適

正
な
仕
様
の
策
定
と
そ
の
定
着
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
垣
根
を
超
え

た
協
働
こ
そ
が
Ｆ
Ｃ
Ｖ
と
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
向
け
た
突

破
口
と
な
る
。

経
済
産
業
省
は
今
年
５
月
に

「
燃
料
電
池
商
用
車
の
導
入
促
進

に
関
す
る
重
点
地
域
」
と
し
て
東

北
（
福
島
県
）
、
関
東
（
東
京

都
、
神
奈
川
県
）
、
中
部
（
愛
知

県
）
、
近
畿
（
兵
庫
県
）
、
九
州

（
福
岡
県
）
の
５
地
域
６
都
県
を

選
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
で

は
、
商
用
車
対
応
の
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
対
し
整
備
費
・
運
営
費

の
３
分
の
２
、
さ
ら
に
水
素
調
達

費
７
０
０
円
／
㌔
㌘
（
軽
油
と
の

価
格
差
の
４
分
の
３
相
当
）
の
補

助
が
行
わ
れ
る
。

燃
料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
と
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
水
素
社
会

の
象
徴
と
し
て
大
き
な
期
待
を
集

め
た
。
２
０
１
４
年
に
政
府
は

「
水
素
・
燃
料
電
池
戦
略
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ｣

を
策
定
し
官
民
が
連
携

し
て
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
た


し
か
し
、
国
内
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
保
有

台
数
は
約
８
５
０
０
台
（
２
０
２

４
年
６
月
末
時
点
）
、
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
整
備
中
を
含
め
て
約

１
６
０
カ
所
（
２
０
２
４
年
７
月

末
時
点
）
に
と
ど
ま
り
、
当
初
の

成
長
シ
ナ
リ
オ
か
ら
後
れ
を
取
っ

て
い
る
。
乗
用
車
で
は
手
頃
な
価

格
と
日
常
利
用
の
し
や
す
さ
か
ら

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
が
選
ば

れ
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
消
費
者
ニ
ー
ズ
を

十
分
に
掘
り
起
こ
せ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、

蓄
電
池
重
量
や
充
電
時
間
の
関
係

か
ら
Ｅ
Ｖ
化
が
困
難
な
商
用
車
、

特
に
物
流
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
へ
の

展
開
に
業
界
と
し
て
注
力
し
て
お

り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
軸
足
が
移
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
商
用
Ｆ
Ｃ

Ｖ
の
導
入
需
要
が
大
き
く
、
地
域

と
し
て
そ
の
取
り
ま
と
め
に
積
極

的
な
自
治
体
を
対
象
に
重
点
地
域

の
選
定
が
行
わ
れ
た
。
整
備
費
・

運
営
費
の
補
助
だ
け
で
は
水
素
販

売
に
よ
る
採
算
が
取
り
に
く
く
、

運
営
事
業
者
が
整
備
に
慎
重
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
み
え
て

き
た
た
め
、
政
府
は
水
素
調
達
費

も
支
援
対
象
に
加
え
、
整
備
を
一

層
後
押
し
し
て
い
る
。

加藤
か と う

有
ゆ う

日本総合研究所
環境･エネルギー･資源戦略グループ
マネジャー

商用車シフトで活路を拓く水素ステーション
業界の垣根を超えた協働が突破口に

※
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
委
託
調
査
事
業
の
正
式
名

称
は
「
競
争
的
な
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
に
向
け
た
技
術
開
発
事
業
／
総
合

調
査
研
究
／
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
自
立

化
に
向
け
た
コ
ス
ト
低
減
状
況
に
係
る
調

査
」


